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トンネル施工の自動化技術の今後の進め方(案)
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現在 2030 2035 2040

技術提案に基づき、
できるだけ熟練作
業員の経験・技量
に頼らない施工

熟練作業員
の経験・技
量に頼った
施工

熟練作業員の経験・技量に頼りつつ、できるだけ新技術を活用
（発破作業安全確保用の機器や器具など）

【大規模トンネル技術（独自）】

【中小規模トンネル技術（汎用）】

ト
ン
ネ
ル
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般

できるだけ熟練作業員の
経験・技量に頼らない施工

省人化施工（一部作業
において自動建設機械
とトンネル普通作業員）

自動施工（自動建設機械＋監視員）

（出典：第１回 山岳トンネルの自動化施工等活用促進に向けた有識者会議資料３）



今後の有識者会議のスケジュール(案)
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【第１回】
令和７年５月１５日（木）開催
○背景、目的及び概要
○令和７年度発注の試行工事契約に向けた技術向上提案テーマ

【第２回】
令和８年３月１８日（水）開催
○令和７年度発注の試行工事の状況
○令和８年度発注の試行工事契約に向けた技術向上提案テーマ

【第３回以降】
令和８年度以降毎年度内に１回開催（予定）
○前年度発注の試行工事における試験施工進捗等
○前年度発注の試行工事における現場実態調査（次回以降に基準化検討等）
○次年度発注の試行工事契約に向けた技術向上提案テーマ

・
・
・

状況に応じて、
試行工事を踏まえた技術基準類、事後評価内容及び評価方法方針のとりまとめ


